
平成 2８年度 国際高校防災新聞 第１号 
平成 2８年１２月２２日 

総務・広報・図書部 

 津波に備える 

将来の災害について、とくに脅威とされているのが、南海トラフ巨大地震（以下南海地震）
です。南海トラフとは、四国の南の海底にある水深 4,000m 級の深い溝（トラフ）のことで，
これを震源とする大きな地震の発生の可能性は、30 年以内で 50～60％、50 年以内では 80～
90％といわれています。一昨年兵庫県は、地震が起きた場合、最悪のケースで死者が２万９
１００人に上るとする被害想定を発表しました。神戸市で９３４４人、尼崎市で８３４３人、
西宮市で６９７４人など被害は極めて甚大で、津波による死者が９６％を占め、建物の全半
壊は２１万４４００棟とされています。 

本校は安全でしょうか。南海地震発生時は１分以上の長い揺れが予想されます。津波が発
生した場合、阪神沿岸部には最大 5.0ｍの津波が 110分で到達することが想定されています。
本校のグラウンドは海抜４ｍ、（防潮堤の高さは 5ｍ）、教室棟３階の高さは 12ｍ(海抜 16ｍ)
あります。また、本校の校舎は耐震補強済のため、建物の倒壊はないと考えられています（窓
ガラスや壁の破損はありえる）。その点では、国際高校は安全と考えられますが、これも、地
震・津波の規模が想定内に収まった場合のことです。年明け１月１０日に行われる校内防災
避難訓練を通して、いざという時の備えをしておきましょう。  

      （ 参考資料： 神戸新聞 NEXT（2014.6.3 付）， 兵庫県教育委員会「明日に生きる」 ） 

 
国際高校防災マニュアル（地震・津波発生時） 

 

(1) 学校において活動中の場合（主に教室） 

生徒の行動 備 考  

＜地震発生＞   

① 「近くの窓、壁と反対方向に頭をむけて、机の下にもぐり机の脚を

しっかり握る」 まず身体保護 

② 廊下や階段にいた場合は、最寄りの教室へ 

＜震動がおさまって＞ 

③ ２次被害の防止（火、ガスの元栓、薬品等の始末） 

④  避難口の確保 

⑤  頭部を保護しながら移動の準備をする。（放送の指示を待つ）  

⑥  避難経路の安全確認と確保（転倒、落下の恐れ） 

 

緊急地震速報（数秒後） 

震度速報（90 秒後） 

津波警報（3 分後） 

津波情報（5 分後） 

に発表される。 

 
(2) 第１次避難  

生徒の行動 備 考 

① 放送による避難経路の指示に従う。(安全が確保できた場合火災と地

震の避難経路は原則同じである。)  

② 避難場所については、原則的に本校グラウンドの中央部とする。 

③ 「押
・  

さない、走
・

らない、喋
・

らない、も
・

どらない」（お
・

は
・

し
・

も
・

） 

④ クラスごとに集合 

⑤ 委員長（又は副委員長）は点呼し、確認した人数と不在者の氏名を 誘

導責任者（担任等、不在の時は年次主任）に連絡する。 

◎負傷者がいる場合は助け

合う。 

◎けが人がいる場合は止血

など応急処置 

 
 
 

 
 
 
 
(3) 第 2 次避難   

生徒の行動 備 考 

① 大津波警報発令の場合は教師の指示に従い速やかに３階以上の教室

に移動する 

 津波到達までに９０分あるので落ち着いて 「押
 ・ 

さない、走
・

らない、喋
・

らない、も
・

どらない」（お
・

は
・

し
・

も
・

）で避難する 

1 年次生は 2 号館の中央階段を通って 4 階の HR 教室へ 

2 年次生は 2 号館の中央階段を通って 3 階の HR 教室へ 

3 年次生の１組は 3号館の中央階段を通って 4階の大講義室へ、2 組、

3 組は社会科教室へ移動する。 

※津波は何度も襲来するので警報が解除するまで待機すること 

 

◎本校は地域の一時避難所

として計画されている。 

 

 

(4) 教室以外の学校での地震発生時の対応 

場 所 具体的行動 

運動場 できるだけ建物やフェンスから離れた中央へ。 

特別室等 実験中であれば危険物から離れる。 

体育館 体育器具や窓ガラスから離れ中央部に集まる。頭部を保護し姿勢を低くする。 

プール プールのふちに移動し、プールのふちをつかむ。 

廊下や階段 近くの教室の机の下にもぐる。 

トイレ ドアを開き、頭部を保護する。 

中 庭 危険性のあるものから離れる。（外壁や窓ガラス）体を低くする。 

 

(5) 登校・下校時 

生徒の行動 備 考 

① ブロック塀や自動販売機から離れ頭部を保護し安全な場所に身

を伏せる。 

② 近くの公園、空き地等安全な場所へ避難する（津波の恐れのあ

る場合は 堅牢な建物の３階以上） 

③ 最終的には自宅か学校の近い方に避難する。 

④ 自宅に帰宅した場合は、学校と連絡を取る。 

⑤ 学校～阪神打出駅間、学校～阪急バス芦屋浜営業所前間を登下

校中の生徒は、道路の安全を確認し学校へ避難する。 

⑥ 大津波警報が発令された場合は（3）の第 2 次避難場所に移動 

◎芦屋市の通学路途中にいる場

合は、芦屋市防災行政無線システ

ムの指示に従う。 

◎学校から阪神打出駅までの通

学路は海抜１ｍから２ｍである。 

 

 

１月１０日（火）の始業式の日には地震・津波を想定した防災 
 
避難訓練を実施します。教室に掲示されているシェイクアウト 
 
訓練の図を確認しておいてください。 
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